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潜水船調査による駿河トラフ南部の地辷り地形

加藤　茂＊1　山崎晴雄゛2

駿河トラフ（34’41’Ｎ 付近）の東西両斜面を ｒしんかい6800J により潜航調査し

た。東斜面の馬蹄形凹地の瀧のマウンドは亀裂の入った火山岩と考えられる固い岩

塊からなり。海底地辷りにより伊豆半鳥側斜而から滑落したものと推定される。西

側斜而では付加体の一部と考えられる泥岩を挟む礫・ が観察された。

Stump  feature of the southern part of the Suiuga Trough
observed by the Submersible Shinkai 6500

Shigcru KATO"3 Haruo YAMAZAKl*'

Two  "Shinkai  500" delves made  in 1990 in the Suritga Bay  have revealed

detail features of geology at the foot of both sides of the Suruga  Trough.

Black  coatcd and cracked hard rock outcroped at the mound  at the foot of

horse's hoof shaped scarp of the Izu Peninsula side slope. The  mound  is in*

ferred the slumped  mass at the scarp. On  the western side slope consists by

gravel and mud  layers which is considered a part of an nccrelionary prism.
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１．は じ め に

フィリピン海プレートが日本列島の下に沈み込

む境界である験河トラフは，これまで繰り返し大

地ａ が発生してきたところである。

駿河トラフの海底地形はシーピームによって畔

細に明らかになっている( 海上保安庁水路部，

19861 が，その海底地形図をみると，トラフ廁部

(ここでは北緯34度41 分付近をいうこととする)

の東側( 伊豆半鳥側) 斜面に顕著な馬蹄形の凹地

を読み取ることができる。この凹地は，頚部の水

深約850m ，輟約3kl､ で，西側( トラフ側) に闢

いている。凹地の麓には，直径約6{}om，トラフ

からの高さ約10《)ｍの円形マウンドかある。この

地形は西側に落ちた地辷り地形と推定されいてる

(海上保安庁水路部，1986)。

トラフの水深か2100m 以上と深いため，こ れ

まで潜航調査は不可能であったが，｢し んかい

650{}｣の翼査潜航の開始により直戔観察が可能と

なった。

ここでは，1991年６月に突施したこの地点の潜

航調査結果を報告する。なお，この調査は，海上

保安庁水路部と地質調査所の共同研究として実施

したものである。

２．潜航調査の概要

今回の鯛査は，1991 年６月13 日及び15日に，

｢しんかい6500」の58及び60回潜航として駿河ト

ラフ南部において火施された。付近の海底地形

(シーピームマップ) と航跡を図１に示す。

〔第58回潜航〕

第58回潜航刷査では，駿河トラフ南側斜面下部

の潜航調査を実施した。鯛査はまず水深2170m

のトラフ底に着底した後，北西の針路をとり泥に

覆われた平坦なトラフ底を観察しつつ西側斜而の

認に向かった。西側斜価の麓は水深2  120m で，

ここから北西方向に平均傾斜約25度の斜面を上り

つつ調査をした。 閖２に ルートマップ，図３に断

而扨Iを示す。

斜而では泥喞を挟む円礫や角礫からなる礫刷が

観察された。 調査は水深1795m まで行った。 露

頭観察からトラフの壁而は下郎が円～角礫励が多

く，】800m 付近より上位には泥層がのっていた。

水深19(X)ｍの地点で川爍を採取した後離底した。

薄片観察によるとこの円即は驅粒の砂岩礫であ

る。航走調査11離剛･】600m，深峻差325m であっ

た。

{第6{}回泌航]

第60回溜航調査では伊豆半鳥側斜面の調査を実

施した。溜航は駿河トラフ底に翦底し，馬蹄形凹

地の貍のマウンドを糾査した。圜４に観察斷価i回

を示す。

碧底地点は水深2150m で，泥に覆われた平坦

地であった。極めて視程が悪かったため，若干浮

｣こして束に向かった。マウンドの雜郤は。比高

30m 以上の息哨となっていた。葭は表ii が黒くコ



－ティングされた角礫岩からなる固い岩盤が露出

していた。澂を約100m 登って吠察したが，岩盤

には大きな亀裂が入っておりいずれも同じ岩相を

示していた。途中， ２度岩石採取を試みたが，岩

館は固く転石もなく探取できなかった。この固い

岩盤は，新妻ほか（1990）が伊豆側斜而の下部に

広く分布すると記隗している火山岩類と考えられ

る。調査は水深2030n･ の地点 まで行われた。マ

ウンドの比高は約100m なので，頂上部まで を観

察したと考えられる。

３．潜航調査のまとめ

図５は潜航地点付近を横切る東西方向の音波探

売断而（1978年海上保安庁水路部によるデータ，

探査測鉛の位卮は図１に示す）におおよその潜航

鯛査他囲をプロットしたもの｡である。東側斜面は

水深約900m 付近を境にこれより上部は海底に平

行な音柳的榊理を持つ堆積晒を載せる緩斜而であ

S00

「涓４ 「しんかい6500 」 第60 潜 航 断面図

Fj＆4　Cr ｏss section oi diｖe 60 by Shinkai 6500.
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基盤の西側斜面下への基盤 の傾 き下がりと，匝側

斜 而に発達する逆断層，褶 曲の発 達する複雑な構

匙は，フ ィリピ ン海プレ ートの沈 み込み と陸側斜

面 の付加体 の発達 を示す ものであ る（加藤ほか，

1983 ）。

駿 河ト ラフでは， これ まで もプ レートの沈み込

みに伴う変動地形， 地質構遠 の「しんかい2000 」

に よる直接 観察調査が央施 されて きた。

駿河湾北端部で富 士山南西 譫活断層 諄に荻 くと

思 われる断屆塵が観察されたほか， トラフの西側

斜面で は付加体形成作 用に よって牋起，変形 した

と考 えられる未固結 の地層が観 察されている （加

藤・11）崎，1985 ； 山崎 ・加藤, 1985 ； 同，1988 ）。

今回 の調査で も西鉗斜湎で は同様 の未固結堆 積

層が観察され， トラフの西側斜 面は全域にわたっ

て同様 の構造である と考えられる。

一方， 伊豆半島側斜 面では。今回の潜航飼査 地

点は地辷り地形 と考えられる地点を対 象とした。

プレ ートの沈 み込みにともない，駁 河トラフ の

伊豆半鳥惻斜面 の傾斜 の増大が継 続して いる と考

えられている。 不安定 な伊豆半島側斜 而の下部に

は海上 保安庁水 路部 （1986） のほ か日仏KAIKO

計画に よるトラフ南部に かけて のシーピーム調 査

で も多 くの地辷 り構造 を認めている （Nakak 譖ura

etalJ987 ）。

今回 の麗部分 のマウ ンドの調査 だけで 馬蹄形凹

地の成因 を考察 するのは骸しく。馬踏形の崖や地

辷り凹地の観察 が必要で ある。 しかし， 地形 億1

1 ）や音波探査断 面（図 ５）から みる とここは典

型的な地すべり地形であ り。麓 のマウ ンドは伊豆

半鳥側斜 面と同 じ火山岩類からなるこ とが確かめ

られた。 従って，マ ウ ンド は伊豆牛島側斜 面から

朋れ落ち た火111岩類の巨 大な岩塊 からな る地辷り

崩壊堆積 物と考えられる。 この地形は新鮮なもの

であり， 比軟的新 しい時代に発生 した過去の大地

震時に形成され た可能性がある。

嬲　　 辞

海洋科学技術セ ンター， 地質調査所及び水路部

の潜航調査担当の方々，現 地調査にあたってお世

話にな った 「し んかい6500 」司令 及び 運航チ ー

ム，「よこす か」船長， 乗組員 の方々 に深く感謝

い たします。

るが，これより下部斜而は急な凹斜面で，その疏

のマウンドが第邨回潜航地点である。東側斜而の

潜航調査では，馬蹄形凹地の麓のマウンドか，火

lj.|岩類で構成されていることがfilかとなった。

西劃』斜面は，水深約1500m 付近にステップ 状

の緩斜面があるが，弟58潜航調査はその下部の趣

を調査した。その舶果。西側の斜而朏付加体と彰

えらえる即駟や泥問 が観察された。

４，考　　 察

驟河トラフでは過去の大地震の度にトラフ底で

は大きな地殻変動が発生してきたと推定される。

音波探査断面にみられる伊豆半鵬（朿）側斜而

j74



参 考 文 献

海 上 保 安 庁 水 路 部 ，1986 ， 駿 河 ト ラ フ ， 房 総 沖 等

の 海 底 地 形 ・ 地 質 構 追 調 査 越 報 ， 地 震 予 知 速

絡 会 会 報35 ，334-336.

加 藤 茂 ・ 佐 藤 任 弘 一桜 井 抛 ，1983 ， 南 海 ・ 駿 河 ・

相 模 ト ラ フ の マ ル チ チ ャ ン ネ ル 反 射 法 音 波 探

査 ． 水 路 都 研 究 報 告.18 ，1 -23.

加 藤 茂 ・ 山 崎 晴 雄 ，1985 ，「 し ん か い2000 」 に よ

る 駿 河 ト ラ フ の 海 底 地 形 ・ 地 質 調 査 ． 海 洋 科

孝 技 術 セ ン タ ー 賦 験 研 究 報 告,  37-4$.

Nakakmura. K..  V.  Renai･d.  J- Angelier.  J. Azema.  J.

Bo ｕrgois ，Ｃ.DeploS ，Ｋ. Ｆｕjioka ，Ｙ. 日ａｍａｄａ.

P. Ｈｕｃｈｏｎ. Ｈ. Ｋｉｎｏshila,P.Laba ｕ猖ｅ. Ｙ. ０ｇａ-

wa,  T.  Sena,  A.  Takeuchi.  M.  Tanahashi,  A.

Uchiyama and J. L.  Vtgeresse.  1987.  Oblique

and near collision subduction. Saga 譖i and

Suruga Ｔrｏｕgls-p ｒeliminary results of the

Frencli-Japnese Kaiko cruise.  Leg 2. Earth

Planet.  Sci.  Lett.  83,  229-242.

新 妻 侶 明 ・ 大 塚 誰 一 一狩 野 謙 一 一和 田 秀 樹 ・ 佐 藤

隆 一 一渋 谷 朝 紀 ・ 竹 内 真 司 ・ 吉 田 智 治 一大 浦

坂 勝 利 ，1990 ， 駿 河 ト ラ フ に お け る プ レ ー ト

の 沈 み 込 み の 直 接 観 察 ． 第 ６ 回 「 し ん か い

2｛｝00
』
研 究 シ ン ポ ジ ウ ム 假 告 鬯 ， 海 洋 科 学 技

術 七Iン タ ー ，261-276.

山 崎 晴 雄 一ｶn 麈 茂 ，1985 ， 陸 上 に 延 び る 駿 河 ト ラ

フ の 地 質 構 造 － 「 し ん か い2000j の 成 果 か ら

ー, ｀ 月 刊 地 球 ，8 ，74-78.

山 崎 晴 雄 ・ 加 藤 茂 ，1988 ， 駿 河 ト ラ フ 北 部 の 海 底

地 形 ・ 地 質 と 地 殻 賣 動 ， 海 洋 科 一学 技 術 セ ン タ

ー 肬 翳 研 究 報 告.  67-81.

Proc. JAMSTEC Ｓymp. Ｄｅｅｐ Sea Res. （1992 ） １7j


	潜水船調査による駿河トラフ南部の地辷り地形
	1.はじめに
	2.潜航調査の概要
	3.潜航調査のまとめ
	4.考察
	謝辞
	参考文献




